内容
概要
このドキュメントは、Cisco 600 シリーズ宅内装置(CPE)の管理ケーブルの作成に使用されるピン配置を説明します。 このケーブルによって、ユーザはハイパーターミナルを実行する Windows PC から Cisco 600 を管理し、設定することができます。このドキュメントでは、特に、DB-9 シリアル ポート コネクタのある通信ポート(COM Port)を備えた PC、および RJ-45 シリアル ポートを備えた Cisco 600 CPE について説明します。
はじめに
表記法
ドキュメント表記の詳細は、『シスコ テクニカル ティップスの表記法』を参照してください。
前提条件
このドキュメントに関しては個別の前提条件はありません。
使用するコンポーネント
この文書の情報は、次のソフトウェアのバージョンに基づいています。
RJ-45オス型コネクタ
カテゴリ5などの高品質ケーブル
DB-9メス型コネクタ
このマニュアルの情報は、特定のラボ環境に置かれたデバイスに基づいて作成されました。このドキュメントで使用するすべてのデバイスは、初期(デフォルト)設定の状態から起動しています。実稼動中のネットワークで作業をしている場合、実際にコマンドを使用する前に、その潜在的な影響について理解しておく必要があります。
背景理論
Cisco 600 CPEに付属する一般的な管理ケーブルを次に示します。
管理ケーブルの作成
必要なコネクタとケーブルを使用して、次の図を参考にして管理ケーブルを構築します。
管理ケーブルの使用
手順ごとの説明
管理ケーブルの構築が完了したら、次の手順に従って適切に使用します。
ケーブルのDB-9メス型コネクタをPCのDB-9(オス)シリアルCOMポートに接続します。
ケーブルのRJ-45オス型コネクタをCisco 600 CPEの管理ポート(ラベルは「MGMT」)に接続します。
次の設定でターミナルアクセスプログラム(WindowsのHyperTerminalなど)を構成します。
COMポート:ケーブルを接続するポート。
ボー レート:38400 bps – 推奨(標準9600 bps可能)
データ ビット:8
パリティ:なし
ストップ ビット:1
フロー制御:なし
プロンプトが表示されるまでEnterキーを押します(cbos>、modem1>、usa>など)。 プロンプトが表示されたら、PCとCPEが通信しています。
注:コンピュータにDB-25シリアルポートしかない場合は、DB-9 ~ DB-25アダプタも必要です。また、同じケーブルを使用して、ダムターミナルをCisco 600管理ポートに接続することもできます。
管理ポート コネクタのピン配置
シリアル ポート コネクタのピン配置
標準的な PC の DB-9 シリアル ポート
DB-9 オスのピン配置
ピン | 機能 |
---|---|
1 | データキャリア検出(CD) |
0 | 受信データ(RD) |
3 | 送信データ(TD) |
4 | Data Terminal Ready(DTR) |
5 | シグナルグラウンド(GND) |
6 | データ・セット準備完了(DSR) |
7 | 送信要求(RTS) |
8 | クリアツーセンド(CTS) |
9 ミリ秒 | リングインジケータ(RI) |
確認
現在、この設定に使用できる確認手順はありません。
トラブルシュート
現在、この設定に関する特定のトラブルシューティング情報はありません。
関連情報